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ゲノム編集技術は、生物の遺伝情報であるゲノムを書き換える技術であり、医療や食品な

どの分野を中心に、広く産業応用が期待されています。このため、社会的な関心が高く、2020

年のノーベル化学賞が「ゲノム編集」を開発した研究者に授与されたことでも話題になりま

した。 

ゲノム編集技術は、近年、積極的に研究開発が進められており、実用化も進展しています。

例えば、医療分野においては、筋ジストロフィーやエイズ（後天性免疫不全症候群）に対し

て、ゲノム編集技術を利用する治療方法が検討されています。白血病などの各種がんの治療

法としても、ゲノム編集技術への期待が高まっています。また、食品分野では、「GABA の多

いトマト」、「肉厚なタイ」などについて、ゲノム編集食品として厚生労働省に申請されてい

ます。 

このようなゲノム編集技術について研究開発や実用化を推進するためには、特許出願や

登録特許の動向を把握することが必要不可欠です。すなわち、どのような研究成果が特許出

願され、どのような権利範囲として特許登録されているのかについて調査・分析することが

重要です。その結果、研究成果を事業活動に最大限に活かすことができます。 

本発表では、このような視点から、ゲノム編集技術に関する研究及び特許の動向について説明

し、今後の方向性について解説します。 
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